
 

 

第１回 瀬戸市総合計画審議会 次第 
日時：平成１７年３月１１日（金） 

午後３時から５時まで 
場所：パルティせと４階マルチメディアルーム 

                   

■ 委員委嘱 
 
■ 市長あいさつ 
 
■ 会長選出 
 
■ 会長あいさつ 
 
■ 第５次瀬戸市総合計画の諮問 
 
 
≪議題≫ 
１ 第５次瀬戸市総合計画の策定経過及び今後のスケジュールについて 
 
 
 
 
 
 
 
２ 第５次瀬戸市総合計画 基本構想（案）について 
 
 
 
 
 
 
 
３ その他 
 
 

１－１ 第１回 瀬戸市総合計画審議会 

（１）会議資料 
１）第１回瀬戸市総合計画審議会次第 
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第１回瀬戸市総合計画審議会 配布資料一覧 

資料№ 資    料    名 

１ 瀬戸市総合計画審議会 委員名簿 

２ 第１回瀬戸市総合計画審議会 座席表 

３ 瀬戸市総合計画審議会条例及び審議会運営規則 

４ 第５次瀬戸市総合計画 策定方針 

５      〃     策定経過 

６      〃     公募市民メンバー 
及び分野別市民委員会名簿 

７      〃     今後のスケジュール（案） 

８ これまでの瀬戸市の総合計画の概要 

９ 第４次瀬戸市総合計画 基本構想及び改訂基本計画 

１０ 第５次瀬戸市総合計画 基本構想（案） 

１１ 市民意向調査結果（概要版） 

１２    〃    （本冊） 

１３ 瀬戸市を取り巻く状況 

１４ 第５次瀬戸市総合計画における人口フレームについて 

１５ 市税推計について 
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瀬戸市総合計画審議会 委員名簿 
平成１７年３月１１日現在 
（順不同、敬称略） 

所   属   等 氏   名 

愛知工業大学 工学部 教授  曽田 忠宏 

関東学院大学 経済学部 教授  大住 莊四郎 

桜花学園大学 人文学部 教授  石月 静恵 

南山大学 総合政策学部 助教授  石川 良文 

名古屋産業大学 環境情報ビジネス学部 助教授  山本 佳世子 

瀬戸市自治連合会 会長   寺田 和夫 

瀬戸商工会議所 会頭  神戸 芳樹 

連合愛知・尾張東地域協議会 代表 福田 祥治 

瀬戸市教育委員会 委員長  加藤 定江 

瀬戸市地域婦人団体連絡協議会 会長  長江 文子 

社団法人瀬戸旭医師会 副会長  野田 正治 

瀬戸市子ども会連絡協議会 会長   齋藤 俊郎 

瀬戸市社会福祉協議会 会長  加藤 弘三 

公募市民メンバー 小沢 英之 

公募市民メンバー 牧 智津代 

瀬戸市助役 大竹 朝男 

 

２）瀬戸市総合計画審議会委員名簿 
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愛知工業大学工学部教授 
曽田 忠宏 

関東学院大学経済学部教授 
大住 莊四郎 

桜花学園大学人文学部教授 
石月 静恵 

南山大学総合政策学部助教授 
石川 良文 

名古屋産業大学 
環境情報ビジネス学部助教授 
山本 佳世子 

瀬戸市自治連合会会長 
寺田 和夫 

瀬戸商工会議所会頭 
神戸 芳樹 

連合愛知・尾張東地域協議会代表 
福田 祥治 

瀬戸市教育委員会委員長 
加藤 定江 

瀬戸市地域婦人団体連絡協議会会長

長江 文子 

社団法人瀬戸旭医師会副会長 
野田 正治 

瀬戸市子ども会連絡協議会会長 
齋藤 俊郎 

瀬戸市社会福祉協議会会長 
加藤 弘三 

公募市民メンバー 
小沢 英之 

公募市民メンバー 
牧 智津代 

瀬戸市市助役 
大竹 朝男 

総合計画審議会 
会 長 

瀬戸市長 
増岡 錦也 

第１回 瀬戸市総合計画審議会 座席表 

企
画
部
長 

企
画
部
次
長
兼
企
画
課
長 

企
画
課
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長
補
佐 

企
画
課
専
門
員
兼
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係
長 

（敬称略）

３）第１回市総合計画審議会座席表 
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４）瀬戸市総合計画審議会条例 
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第５次瀬戸市総合計画策定方針 
 

○  計画策定の趣旨 

    本市はこれまで、昭和 41 年に「瀬戸市総合計画」を、昭和 49 年に「瀬

戸市新総合計画」を、昭和 59 年に「第 3 次瀬戸市総合計画」を、さらに

平成 6 年に「第 4 次瀬戸市総合計画」を策定し、以来これに基づいた行

政運営を計画的に推進してきたところである。 

    しかしながら、現行基本計画の目標年次である平成 17 年を間近に控え

て新たなる計画の策定が必要となることに加え、この 10 年近くの間に少

子高齢化の進行や高度情報化・国際化の進展、地球規模での環境問題の

顕在化等、社会経済情勢が大きく変化する中、厳しさを増す本市の財政

状況を踏まえた的確な対応が求められている。 

    こうした背景を踏まえ、21 世紀初頭を展望した本市の目指す姿＝将来

像 とそれを実現するために行政が何をするか明らかにするため、新たな

総合計画の策定を行うものである。 
 

○  計画策定の基本的考え方 

    瀬戸市における行政経営のビジョン（平成 17（2005）年度末までに、

瀬戸市が、目標を共有し、役割分担と創意工夫によって行動できるよう

になること。）を、総合計画の策定作業を通じて実現する。 

  １  市民とともに策定する。（市民と行政により将来像を共有し、役割分

担を明確化する。） 

      市民とともに、21 世紀を展望した新しい時代の瀬戸の将来像につい

て議論し、共有した上で、それを実現するシナリオ（基本構想）と手

段（基本計画）について確定する。この過程において市民と行政の役

割分担の明確化を目指す。 

  ２  戦略計画として策定する。（将来像を達成するための戦略を明らかに

する。） 

      限られた資源（人・モノ・金）を有効に利用するため、将来像を実

現するための優先分野や施策を明確化した上で、資源配分を行う。ま

た、目標値や成果指標を設定する。 

  ３  進行管理を意識して策定する。（適切な進行管理の仕組みを内蔵す

る。） 

      計画について、目標による管理を徹底し、そのために必要な体制（組

織、人事、不断の業務プロセス改善等）整備を可能とする仕組みを盛

り込む。 
 

○  計画の策定期間 

    平成 15 年度から 17 年度までの 3 年間とし、基本構想については平成

17 年 12 月の市議会の議決を、また、公表は 18 年 3 月を目途とする。 

５）第５次瀬戸市総合計画策定方針 
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○  計画の構成 

  １  基本構想 

（平成 18（2006）年度から平成 27（2015）年度まで：10 年間） 

    (1) 市の将来像＝市が目指す姿を示す。 

    (2) 官民の役割分担の指針を示す。 

    (3) 市（行政）の使命＝市（行政）が果たすべき役割を示す。 

    (4) 市の将来像を達成するための戦略を示す。 

    (5) 資源配分方針を示す。 

    (6) 基本フレーム（人口、土地利用、財政）を推計・想定する。 

 

  ２  基本計画 

（平成 18（2006）年度から平成 27（2015）年度まで：10 年間） 

    (1) 部別の使命・展望・目標を明らかにする。また、目標値、成果指

標、財源を示す。 

    (2) 組織・人事・不断の業務プロセス改善等、計画を実現するために

必要な行政の執行体制について明らかにする。 

 

  ２－１  詳細基本計画 

（前期：平成 18（2006）年度から平成 20（2008）年度まで：3 年間） 

（中期：平成 21（2009）年度から平成 23（2011）年度まで：3 年間） 

（後期：平成 24（2012）年度から平成 27（2015）年度まで：4 年間） 

(1) 部別の使命・展望・目標について、達成するための方法と手段と

しての事業を明らかにする。また、目標値、活動指標、財源を示す。 

    (2) 当面、前期版を作成し、その後３年毎に改訂する。 

 

 

 【４次】                            【５次】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  基  本  計  画 

（H18～H27） 

詳 細 基 本 計 画

基 本 構 想 

(H6～H22) 

基 本 構 想 

(H18～H27) 

  基本計画/地域別 

計画(H6～H17) 

      ↓ 

改訂基本計画 

(H13～H17)

実施計画（3 ヵ年） 

毎年度見直し 

 前期       中期       後期 

(H18～H20) (H21～H23) (H24～H27)
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○  計画の策定方法   

  １  市民代表及び学識経験者等で構成する瀬戸市総合計画審議会に諮問

し、答申を得る。 

  ２  市の内部組織として、瀬戸市総合計画策定会議、作業部会を設置す

る。 

 

○  計画の策定体制   

  １  総括事務局 

      企画課、コンサルタント 

 

  ２  策定会議（庁内の最高意思決定機関） 

      構 成 員：市長以下、政策会議構成員 

      事務局長：企画課長 

      事 務 局：企画課員、企画会議構成員 

 

  ２－１  作業部会（実務作業機関） 

      構 成 員：部別に組織。（各課から漏れなく選考）また、公募職員、 

                行政経営委員会の部会員である職員も加える。 

      部 会 長：部長 

      事 務 局：企画会議構成員、企画課員 

（各部において、横断的な議論を要する事項が生じた場合等は、その

調整を企画課中心に行う。） 

 

  ３  総合計画審議会（諮問機関） 

      構 成 員：総合計画策定市民メンバー（公募市民）を含む市民代表、

行政経営委員会の委員等 15 名程度 

      事務局長：企画部長 

      事 務 局：企画課、コンサルタント 

 

  ４  分野別市民委員会（市民とともに議論するワーキンググループ） 

      構 成 員：総合計画策定市民メンバー（公募市民）、利害関係者・

各種団体代表、作業部会構成員等 15 名程度 

      事 務 局：作業部会構成員 
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基本構想 

                                                                           

                                                                           

                                                                           

                                                              一部参加  

                                                                           

                                                                           

 

                                                                 

 

     意見聴取             基本構想素案              

                          について議論                  ◎：市民とともに 

     情報提供               優先分野特定                    策定する場 

 

 

 

 

                                                  一部参加                            

 

                                                                         

 

 

  ＊  公募市民は総合計画審議会、分野別市民委員会へそれぞれ２～３名程度が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪庁内体制≫ 

 

策定会議（市長以下 政策会議構成員） 

 

事務局 

          企画課員 

    企画会議構成員 

 

《公募市民》◎
総合計画策定市
民メンバー 
  20 名程度 

≪市 民≫               ◎ 

市民意向調査／ホームページによる意見募集 

≪議会≫ 

総合計画策定

意見交換会 

答 申 

上 程 

議 決 

             ◎
総合計画審議会

 
議 会 

諮 問 

              ◎

分野別市民委員会

              ◎

分野別市民委員会
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基本計画 

 

                                                                         

                                                                         

                                                                         

                                                                         

                                                                         

                                                 基本計画案について議論 

                                                  分野毎の施策・事業 

                                               

       意見聴取                                 

                                               

       情報提供                                     

                                                      

                                                       

 

                                                                                      

 

                                                                         

 

 

 

                                                 ◎：市民とともに 

策定する場 

 

○  計画の策定スケジュール（概略）   

  １５年度  ・  市民メンバー公募 

            ・  市全体の SWOT 分析による基本戦略(基本構想素案)確定 

            ・  市議会への報告 

            ・  基本フレーム（人口、財政、土地利用）推計 

            ・  市民意向調査実施、調査結果による基本構想素案の修正 

  １６年度  ・  基本構想素案、基本計画素案を議論 

            ・  総合計画審議会設置、諮問（随時開催） 

            ・  市民フォーラム開催 

            ・  市議会への報告（随時） 

  １７年度  ・  基本構想、基本計画案を議論 

・  市民意見の反映（パブリックコメント） 

・  総合計画審議会から答申 

・  市議会への報告（随時）、上程・議決 

            ・  公表 

 

≪庁内体制≫ 

 

策定会議（市長以下 政策会議構成員）

 

作業部会（実務作業機関） 

 

総括事務局 

 

≪市 民≫               ◎

 

パブリックコメント 

≪議会≫ 

総合計画策定

意見交換会 
≪利害関係者・
各種団体≫ 
ヒヤリング

諮 問 

答 申 

            ◎
総合計画審議会

分野別市民委
員会      ◎ 
 
・ 作業部会 
・ 公募市民 
・ 利害関係者
等 

≪利害関係者・
各種団体≫ 
ヒヤリング 

分 野別市 民委
員会      ◎ 
 
・ 作業部会 
・ 公募市民 
・ 利害関係者
等 
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○  市民とともに策定する枠組み 

  基本的考え方 

・  市民とともに計画を策定する目的及び効果 

①  市民の政策選好を的確に把握し、計画に反映することで、より

民主的な行財政運営を行う。 

②  市民が望む行政サービスを的確に把握し、計画に反映すること

で、満足度を向上させる。 

③  計画づくりを通じ、事前の利害調整がなされることで、計画の

実効性を担保する。 

      ④  政策目標の設定と共有を通じて、実施段階における市民・NPO

との協働を図る。 

    ・  民主的な行政、成果の上がる行政を実現するためには、市民とと

もに計画を策定することが合理的な手法と整理する。 

  採用する手法 

    ・  期待される効果を上げつつ、また、一部の民意の反映との批判や

指摘を少なくし、合理性や効率性をも勘案しながら、市民との実質

的な議論ができるような仕組みを構築する。 

    ・  計画策定段階だけでなく、計画の進行管理においても、市民モニ

ターなどによる評価を行う。  

    ・  こうした基本的な考え方を事前に示す。 

 

      具体的には、 

    ・  基本構想レベルでは、優先分野の特定をするため、①総合計画策

定市民メンバーを公募し、その意見を反映させるとともに、②市民

意向調査③ホームページ等による意見募集を実施する。また、④「市

民フォーラム」の開催により、将来像及び戦略について討議し、共

有を図る。 

    ・  基本計画レベルでは、分野毎の施策・事業について、施策・事業

の優先順位付け、目標設定をするため、①「分野別市民委員会」を

設置し、委員会主導により②団体ヒヤリング、ニーズ調査を実施す

るとともに、③パブリックコメントを実施する。 

    ・  計画策定後については、広報やホームページを活用して評価や意

見を定期的に観測する仕組みを構築する。 
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○  職員参加の枠組み 

  ・  計画を実施する者としての職員の参加は、計画の目的や意義、内容

に関して職員の理解を深め、計画の実効性を確保する上で非常に重要

である。 

  ・  このため、全ての職員が何らかの形で総合計画の議論に関わる仕組

みを用意することを前提とする。 

 

    具体的には 

・  各部で組織する作業部会（企画会議構成員、企画課員を事務局）に

課からの代表を入れ、部会における議論に、課の議論の結果を反映さ

せる。課の議論については、課員全員によるものとする。 

  ・  やる気のある職員を公募し、また、行政経営委員会の部会に参加し

ている職員についても、作業部会の構成員として議論に加える。 

  ・  掲示板や電子会議室のような形でオープンに議論できる仕組みも用

意する。 
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基礎情報
  ・  外部環境
  ・  内部環境
 ・  人口・財政フレーム

平成１５年１２月
各部・各課

策定会議

基本構想素案の柱  議会
  ・  市のＳＷＯＴ
  ・  戦略

市民意向調査

策定市民メンバー

策定会議 各部・各課
平成１６年３月

平成１６年４月
策定会議 各部・各課

策定市民メンバー
基本構想素案 
  ・  将来像
  ・  官民の役割分担 策定会議 各部・各課
  ・  市（行政）の使命
  ・  戦略
  ・  資源配分方針 行政経営委員会
  ・  基本フレーム

諮問 総合計画審議会

市民フォーラム

平成１６年６月
各部・各課

部のＳＷＯＴ
  ・  使命 議会
  ・  展望
  ・  目標

策定会議 各部・各課

行政経営委員会

平成１６年９月
作業部会

分野別市民委員会

部の基本計画素案 
  ・  使命 議会
  ・  展望
  ・  目標値
  ・  事業 策定会議 各部・各課

行政経営委員会

総合計画審議会

分野別市民委員会

平成１７年２月
基本計画素案 策定会議 各部・各課

平成１７年４月
策定会議 各部・各課

パブリックコメント

基本構想・基本計画案
策定会議 各部・各課

平成１７年７月
議会

行政経営委員会

平成１７年１０月
答申 総合計画審議会

基本構想・基本計画案

策定会議 各部・各課

平成１７年１２月 上程
基本構想案 議会

議決
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策定方針 平成１５年１１月１３日（木） 市長決裁
平成１５年１１月１４日（金） 正（加藤 矯議員）副（藤井 太平議員）議長説明
平成１５年１１月２５日（火） 全議員に配布

庁内周知 全職員対象説明会 平成１５年１１月１７日（月）
平成１５年１１月１８日（火） 策定方針・スケジュール・本市を取り巻く状況
平成１５年１１月１９日（水）

ミニフォーラム 平成１６年１月８日（木） 将来像についてのディスカッション

部長会議 平成１６年４月１９日（月） 「市民と行政の役割分担、行政の使命、戦略」

全職員対象説明会 平成１６年５月１０日（月）
平成１６年５月１１日（火）
平成１６年５月１２日（水） 行政経営の全体像・基本構想骨子・使命達成運動
平成１６年５月１３日（木）
平成１６年５月１８日（火）

係長対象説明会 平成１６年８月２３日（月）
基本シートの入力方法、市民と行政の協働、創意工夫による施
策展開の実例

管理職級対象説明会 平成１７年２月７日（月） これまでの検討状況、詳細基本計画の作り方
平成１７年２月８日（火）

市民意向調査
調査実施周知 平成１６年２月２日（月） 部長会議
議会説明 平成１６年２月１０日（火） 正（加藤 矯議員）副（藤井 太平議員）議長説明

平成１６年２月１０日（火） 全議員に配布

記者レク 平成１６年２月１２日（木）

調査期間 平成１６年２月１３日（金）～平成１６年３月５日（金）

広報掲載 ３月１日号 督促記事

議会（会派別）説明 平成１６年５月１９日（水）～平成１６年５月２６日（水）

結果公表 平成１６年５月２６日（水） 政策会議
平成１６年５月２７日（木） 企画会議
平成１６年５月２８日（金） 各課・公所

記者レク 平成１６年５月２８日（金）

広報掲載 ７月１日号 結果概要

第５次瀬戸市総合計画　策定経過

６）第５次瀬戸市総合計画策定経過
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公募市民メンバー 公募要領 平成１５年１２月１２日（金） 市長決裁
平成１６年１月６日（火） 記者レク：公募について

設置要綱 平成１６年１月１３日（火） 部長決裁

審査ガイドライン 平成１６年１月３０日（金） 部長決裁

審査 平成１６年２月２０日（金） 面接
平成１６年２月２２日（日）

メンバー確定 平成１６年２月２３日（月） 市長決裁
平成１６年３月１７日（水） 記者提供：委嘱式・第１回会議について

委嘱式・第１回会議 平成１６年３月１８日（木） 今後の進め方について
平成１６年３月１９日（金） 記者提供：委嘱式・第１回会議結果について

第２回会議 平成１６年３月２９日（月）
市民意向調査単純集計・メンバー結果、「市の１０年後」を実現
するために必要不可欠なもの

第３回会議 平成１６年４月１２日（月）
「市の１０年後」を実現するために必要不可欠なもの、市全体の
将来像について

第４回会議 平成１６年４月２６日（月）
「市の１０年後」を実現するために必要不可欠なもの、市全体の
将来像について

第５回会議 平成１６年５月１７日（月） 周知方法

第６回会議 平成１６年６月２９日(火）
市役所の組織や主な事務分掌について（全般、企画部、民生
部、環境経済部、水道部）

第７回会議 平成１６年７月１５日（木）
市役所の組織や主な事務分掌について（総務部、建設部、教育
委員会事務局、消防本部）、分野別市民委員会への割り振り

第８回会議 平成１６年８月２３日（月） 先進事例等紹介
第９回会議 平成１７年２月３日（木） 分野別市民委員会の検討状況について

策定会議 第１回 平成１６年１月２８日（水） 市民意向調査について

第２回 平成１６年３月３１日（水）
市民意向調査単純集計、第１・２回公募市民メンバー会議結
果、今後の進め方について

第３回 平成１６年４月１４日（水）
第３回公募市民メンバー会議結果、「市民と行政の役割分担、
行政の使命、戦略」、今後の進め方について

第４回 平成１６年６月２１日（月）
議会会派別説明結果、第４・５回公募市民メンバー会議、人口
等各種フレームに関する情報提供、１８年度以降の組織検討

第５回 平成１６年１０月１８日（月） 分野別市民委員会市民委員会の進め方
第６回 平成１７年３月４日（金） 第１回瀬戸市総合計画審議会について

事務局会議 第１回 平成１６年３月１８日（木）
今後のスケジュールについて、基本構想素案に関する検討状
況・内容について

第２回 平成１６年３月２５日（木）
市民意向調査単純集計、第１回市民メンバー会議結果、第２４
回戦略計画分科会結果、今後の進め方

第３回 平成１６年４月１５日（木）
第３回公募市民メンバー会議結果、第３回策定会議結果、今後
の進め方について

第４回 平成１６年５月２７日（木）
第４・５回公募市民メンバー会議結果、次回以降の公募市民メ
ンバー会議における各部からの説明事項、各部における基本
シート見直し状況に係る情報交換

第５回 平成１６年６月３０日（水） 第４回策定会議の結果、第６回公募市民メンバー会議結果
第６回 平成１６年８月１２日（木） 分野別市民委員会、第５次瀬戸市総合計画の構成

平成１６年１０月１３日（水） 分野別市民委員会の運営

第７回 平成１６年１２月９日（木）
分野別市民委員会の進め方（市民と行政の役割分担）、全体ス
ケジュール

第８回 平成１７年２月１７日（木） 総合計画目次・構想（案）
第９回 平成１６年２月２２日（火） 総合計画目次・構想（案）
第１０回 平成１６年３月１日（火） 総合計画目次・構想（案）
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分野別市民委員会
  …  分野の目指す姿、成果内容・目標、目標値、市民と行政の役割分担について検討）
  …  民生部については、地域福祉計画策定で振り替え

第１回 第２回 第３回
企画部 平成１６年１０月２５日（月） 平成１６年１１月  ８日（月） 平成１６年１１月２２日（月）
総務部 平成１６年１０月２８日（木） 平成１６年１２月２８日（火） 平成１７年  １月１３日（木）
環境経済部 平成１６年１０月２９日（金） 平成１６年１１月２５日（木） 平成１６年１１月３０日（火）
建設部 平成１６年１１月  ４日（木） 平成１６年１１月１５日（月） 平成１６年１２月  ３日（金）
教育委員会 平成１６年１０月２７日（水） 平成１６年１１月１１日（木） 平成１６年１２月  １日（水）
水道部 平成１６年１０月２６日（火） 平成１６年１１月１８日（木） 平成１６年１１月２９日（月）
消防本部 平成１６年１０月２６日（火） 平成１６年１１月  ９日（火） 平成１６年１１月１５日（月）

第４回 第５回 第６回
企画部 平成１６年１２月  ９日（月） 平成１６年１２月１６日（木） 平成１７年  １月１４日（金）
総務部 平成１７年  １月１９日（水） 平成１７年  １月２８日（金） 平成１７年  ２月１４日（月）
環境経済部 平成１６年１２月１６日（木） 平成１７年  ２月  １日（火） 平成１７年  ２月  ９日（火）
建設部 平成１６年１２月１４日（火） 平成１７年  １月１８日（火） 平成１７年  １月３１日（月）
教育委員会 平成１６年１２月１５日（水） 平成１６年１２月２０日（月） 平成１７年  １月１３日（木）
水道部 平成１６年１２月１７日（金） 平成１７年  １月１８日（火）
消防本部 平成１６年１２月１４日（火） 平成１７年  １月１８日（火） 平成１７年  ２月  １日（火）

第７回 第８回 第９回
企画部 平成１７年  １月２８日（金） 平成１７年  ２月１４日（月）
総務部 平成１７年　２月２２日（火） 平成１７年　３月　９日（水）
環境経済部 平成１７年　３月　１日（火）
建設部 平成１７年　２月２８日（月）
教育委員会 平成１７年  １月２６日（水） 平成１７年  ２月１５日（火）
水道部
消防本部 平成１７年  ２月２２日（火）

3
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第５次瀬戸市総合計画 公募市民メンバー名簿 

 

（平成 17 年３月 11 日現在。五十音順、敬称略） 

氏    名 

大川 博 

刑部 祐介 

小沢 英之 

柏木 金蔵 

加藤 教授 

蟹井 富貴 

古賀 夫磯子 

左路 伸子 

高橋 卓司 

豊田 烈 

長江 有祐 

中島 亀仁 

名城 邦夫 

野口 常光 

畠山 晃宜 

服部 悦子 

服部 富久美 

坂野 由美子 

福田 澄夫 

藤野 昌之 

古橋 敬一 

牧 智津代 

松原 洋介 

道廣 妙子 

 

７）第５次瀬戸市総合計画公募市民メンバー名簿 
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企画部 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

小沢 英之  

名城 邦夫  

服部 悦子  

総計公募市民メンバー 

藤野 昌之  

瀬戸自治連合会 加藤 文夫 副会長 

瀬戸市文化協会 亀井 勝 会長 

利害関係者・ 

各種団体代表 

瀬戸市国際センター 山内 隆文 運営委員 

企画部長 伊藤 典男  

秘書広報課長 鳥居 幸雄  

職員課長 山田 辰巳  

部次長兼企画課長 大橋 正一  

情報推進課長 加藤 泰  

文化振興課長 谷口 雅夫  

国際博覧会推進課長 加藤 登  

市職員 

説明等関係職員 各課員 随時 

部企画補佐 青山 一郎  

加藤 岩雄  企画課部担当 

高田 佳伸  

小林 明美 秘書広報課 

事務局 

部実務支援職員 

各課員 随時 

コーディネーター パシフィックコンサ

ルタンツ㈱ 

齋藤  彰 ＮＰＭ開発室 
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総務部 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

古賀 夫磯子  総計公募市民メンバー 

左路 伸子  

女性ドライバー安全

運転クラブ 

磯村 正子 代表 

災害ボランティア瀬

戸 

坂野 由美子 会長 

利害関係者・ 

各種団体代表 

東海税理士会瀬戸市

部 

小澤 修 支部長 

総務部長 水谷 由人  

総務課長 大原 敏文  

財政課長 加藤 文弥  

部次長兼税務課長 鈴木 節男  

市民課長 小梁川 輝敏  

幡山支所長 井上 俊彦  

生活安全課長 河本 明生  

会計課長 加藤 多喜雄  

市職員 

説明等関係職員 各課員 随時 

部企画補佐 須々木 久修  

加藤 仁章  企画課部担当 

佐藤 友彦  

青山 和宏 生活安全課 

伊藤  哲成 総務課 

事務局 

部実務支援職員 

各課員 随時 

コーディネーター 創造工房ピュア 杉下  美智子  
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環境経済部 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

高橋 卓司  

長江 有祐  

中島 亀仁  

総計公募市民メンバー 

服部 富久美  

愛知県陶磁器工業協

同組合 

市川  武夫 専務理事 

瀬戸商工会議所 神谷  照彦 

（大津  桂） 

専務理事 

瀬戸商店街連合会 山内  義則 会長 

瀬戸市観光協会 山城  浩平 会長 

利害関係者・ 

各種団体代表 

未来創造・２１せと市

民の会 

蟹井  富貴 代表世話人 

環境経済部長 古橋 隆利  

産業観光課長 鈴木 巧  

新世紀工芸館長 伊藤 惠治  

ノベルティ・こども創

造館長 

加藤 流慈  

部次長兼環境課長 井上 勝  

清掃課長 近藤 哲男  

市職員 

説明等関係職員 各課員  

部企画補佐 加藤 千明  

篠田 康生  企画課部担当 

加藤 岩雄  

山井 敏明 産業観光課 

伊藤 誠 環境課 

事務局 

部実務支援職員 

各課員 随時 

コーディネーター パシフィックコンサ

ルタンツ㈱ 

塩原  英雄 ＮＰＭ開発室 

（    ）内は前任者 
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建設部 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

野口 常光  

畠山 晃宜  

総計公募市民メンバー 

福田 澄夫  

瀬戸市都市計画審議会 松本 壮一郎 愛知工業大学 

建築学科助教授 

愛知建築士会瀬戸支部 松田 義文 瀬戸支部事務局 

 

利害関係者・ 

各種団体代表 

緑化団体 中川 浩 花シティー山口 

建設部長 宮島 武司  

部次長兼道路公園課長 大堀 卓也  

南東部道路整備事業担当

主幹 

秋田 喜代己  

都市計画課長 市野 高次  

維持管理課長 帆刈 誠吾  

建築課長 水野 信勝  

都市整備課長 名古路 重保  

市職員 

説明等関係職員 各課員  

部企画補佐 井上 敏晴  

冨田 和宏  企画課部担当 

加藤 仁章  

田口 浩一 都市計画課 

事務局 

部実務支援職員 

各課員 随時 

コーディネーター 小黒事務所 小黒  康弘  
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水道部 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

蟹井 富貴  総計公募市民メンバー 

豊田 烈  

瀬戸消費生活クラブ

生活学校 

長谷川 久美子 副会長 

生活排水クリーン推

進員 

小林 芳枝  

利害関係者・ 

各種団体代表 

上半田川自治会 長江 康寿 自治会長 

水道部長 日置 文孝  

水道課長 小林 政人  

浄水場管理事務所長 水田 康信  

技監兼下水道課長 岡島 勇夫  

浄化センター管理事

務所長 

松原 義忠  

市職員 

説明等関係職員 各課員  

部企画補佐 藤嶋 和男  

高田 佳伸  企画課部担当 

篠田 康生  

下垂 由孝 水道課 

水野 典雄 水道課 

塚本 和郎 下水道課 

橋本 浩次 下水道課 

事務局 

部実務支援職員 

各課員 随時 

コーディネーター パシフィックコンサ

ルタンツ㈱ 

庄司  優 中部本社 

交通技術部 
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教育委員会 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

加藤 教授  

古橋 敬一  

松原 洋介  

総計公募市民メンバー 

道廣 妙子  

公民館関係者 加藤 和守 陶原公民館副館長 

兼運営委員長 

ＰＴＡ代表 鵜飼 弘富 水野中ＰＴＡ会長 

ｳｨﾛｰふたば施設長 宮脇 喬  

民生委員児童委員協

議会 

高橋 廣子 主任児童委員 

利害関係者・ 

各種団体代表 

小中学校校長代表 水野 明敏 長根小学校校長 

教育部長 金森 達三  

庶務課長 近藤 保  

学校教育課長 大竹 厚美  

生涯学習課長 丹羽 博  

体育課長 磯村 修三  

文化財課長 中島 信幸  

学校給食ｾﾝﾀｰ所長 安江 弘道  

図書館長 加藤 敏倖  

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ伝承工芸館

長 

三宅 英雄  

市職員 

説明等関係職員 各課員  

部企画補佐 長谷川 利忠  

磯村 玲子  企画課部担当 

冨田 和宏  

市野 真知子 庶務課 

事務局 

部実務支援職員 

各課員 随時 

コーディネーター パシフィックコンサ

ルタンツ㈱ 

宮下  幸彦 中部本社 

水工環境部 
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消防本部 分野別市民委員会名簿（敬称略） 

 

所 属 等 氏  名 備  考 

刑部 祐介  総計公募市民メンバー 

坂野 由美子  

瀬戸防火防災協会連

合会 

石原 昭二 萩山台防火防災協会

会長 

瀬戸市危険物安全協

会 

戸田 由久 理事 

朝日町防災会 山内 義則 会長 

利害関係者・ 

各種団体代表 

消防団 加藤 鑑  

消防長 加藤 潤  

消防署長（消防次長） 西脇 元則  

総務課長 水野 道則  

予防課長 宮木 博  

市職員 

説明等関係職員 各課員  

部企画補佐 遠山 満  

高田 佳伸  企画課部担当 

篠田 康生  

勝股 淳  

事務局 

部実務支援職員 

各務 博伸  

コーディネーター パシフィックコンサ

ルタンツ㈱ 

河邊  隆英 ＮＰＭ開発室 
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　　　　　　第５次瀬戸市総合計画　今後のスケジュール（案）
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体 　　　★ 　　★
1次検討 2次検討 パブリックコメント 最終見直し 構想議決 計画書作成

(全体再構築）

市民関係 分野別市民委員会 　　　★ 　　　★ 　　★
　　報告 　　　報告 報告

公募市民メンバー会議 　★
情報共有 ①市民への計画内容共有手法の検討、②市民の役割・市民との協働手法の検討③検討状況報告

庁内
事務局会議

案検討 　　　　　見直し
部・課・係

案チェック 　　　　　見直し
戦略分科会 　　 　★ 　　★ ★ 　　★

総合調整
策定会議 ★ ★ 　　　　★ 　　★ 　　★

パブリックコメント案確定 案確定

議会 　　   　★    　★ 　　　　  ★ 　　★
経過報告 経過報告 経過報告 最終報告

総合計画審議会 　① 　② 　　　　③ ④　　　★
　諮問 　　　答申

基本計画 市民関係 分野別市民委員会
「目指す姿」の検討
「成果内容」
「成果目標」

「市民と行政の役割分担」の検討

詳細基本計画 市民関係 分野別市民委員会 　★
報告

公募市民メンバー会議 　★
報告

庁内
企画課  ★

2/7、8職員説明会
部・課・係

　　現課における検討
　　　　※目指す姿を実現するための施策・事業の再構築
　　　　※必要に応じ見積取得。説明資料作成
　　　　※主管する分野で全庁的に調整する事項は、主管課が会議を開催

　　　　基本シート入力

　　各部ヒアリング・調整
　　　　　★
　　策定会議決定

≪総合計画審議会　審議概要≫
　　第１回（３月）　第５次総合計画策定全般に関する説明及び意見交換。基本構想（案）に関する審議
　　第２回（５月）　基本構想（案）、基本計画（案）に関する審議
　　第３回（７月）　基本構想（案）、基本計画（案）に関する審議
　　　　ーパブリックコメントー
　　第４回（１０月）　答申（案）等審議

８）第５次瀬戸市総合計画今後のスケジュール（案）
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これまでの瀬戸市の総合計画の概要
瀬戸市総合計画 瀬戸市新総合計画 第3次瀬戸市総合計画 第4次瀬戸市総合計画
昭和41年12月 昭和49年5月 昭和59年12月 平成6年3月
昭和42年～昭和50年（9年間） 昭和50年～昭和60年（11年間） 昭和60年～昭和70年（11年間） 平成6年～平成17年（12年間）

「産業を基盤とした緑あふれる文化都市」 「緑豊かな文化の香り高い活力ある産業都市」 「芸術性豊かな創造・交流都市」　～豊かな自然とともに～

計画人口 133,400 人 計画人口 163,000 人 計画人口 141,400 人 計画人口 141,000 人
計画世帯数　 33,448 世帯 計画世帯数　 45,410 世帯 計画世帯数　 計画世帯数　 50,700 世帯
計画世帯人員 3.98 人／世帯 計画世帯人員 3.59 人／世帯 計画世帯人員 3.25 人／世帯 計画世帯人員 2.78 人／世帯
計画就業人口 75,700 人 計画就業人口 57,750 人 計画就業人口 69,290 人 計画就業人口 74,000 人
１　基礎的条件の整備 １　生活環境の整備 １　便利で快適なまちづくり １ 都市の骨格づくり
　・　土地利用計画 　・　土地利用計画 　・　道路・交通  ・ 計画的な土地利用の推進
　・　総合地域計画 　・　住区計画 　・　市街地整備  ・ 総合的な交通体系の整備
　・　水政計画 　・　観光レクリエーション計画 　・　都市排水  ・ 快適な都市環境の形成
　・　交通通信計画 　・　公害防止計画 　・　上水道  ・ 美しい都市景観の形成
２　産業振興計画 　・　交通安全計画 　・　公共下水道 ２ いきいきとした産業都市づくり
　・　農業計画 　・　消防防災計画 　・　公園・緑地  ・ 地場産業の新展開
　・　林業計画 　・　衛生計画 　・　住宅  ・ 商業の振興
　・　鉱業計画 　・　上水道計画 　・　自然保全  ・ 観光の振興
　・　商工業計画 　・　下水道計画 　・　エネルギー  ・ 工業の振興
　・　観光計画 　・　住宅計画 　・　通信  ・ 農林業の振興
３　文化厚生計画 ２　社会福祉の充実 ２　健康で安全なまちづくり ３ 誰もが安心して住めるまちづくり
　・　教育計画 　・　老人福祉 　・　保健衛生  ・ 生活の基礎的環境を整える
　・　民生計画 　・　児童福祉 　・　環境衛生  ・ 生活環境の安全性を確保する
　・　衛生計画 　・　低所得者福祉 　・　医療  ・ 健康な生活への備えをつくる
　・　住宅計画 　・　母子福祉 　・　公害対策  ・ 生活不安への社会的な支えをつくる
　・　消防防災計画 　・　心身障害者福祉 　・　消防・防災 ４ 暮らしやすい地域社会づくり
　・　公害防止計画 　・　国民健康保険事業 　・　防犯  ・ 生涯を通じた学習の推進
　・　交通事故対策 　・　国民年金事業 　・　交通安全対策  ・ 地域における人づくり
４　行財政計画 ３　文化の高揚 　・　消費者保護  ・ 助け合いと自己管理の地域社会づくり
　・　行政計画 　・　学校教育 　・　斎場・墓地  ・ 地域におけるまちづくり
　・　財政計画 　・　社会教育 　・　治山・治水 ５ 森、丘、水辺の魅力あるまちづくり

　・　市民文化 ３　活力ある豊かなまちづくり  ・ 豊かな森を活用する拠点づくり
４　基礎的条件の整備 　・　工業  ・ 丘の上の魅力ある拠点づくり
　・　治山治水計画 　・　陶磁器産業  ・ 水辺を生かした魅力あるまちづくり
　・　利水計画 　・　鉱業  ・ 拠点を結ぶネットワークづくり
　・　道路計画 　・　商業 ６ 歴史の感じられる国際的な芸術・文化都市づくり
　・　運輸計画 　・　農林業  ・ まちづくりに個性を表現する
　・　通信計画 　・　観光  ・ 世界との交流を促進する
５　産業の振興 ４　心ふれあう生きがいのあるまちづくり  ・ 芸術性豊かな生活の提案
　・　農業計画 　・　児童福祉 ７ 計画の実現に向けて
　・　林業計画 　・　母子（父子）福祉  ・ 行政の効率的弾力的運営
　・　鉱業計画 　・　心身障害者（児）福祉  ・ 合理的な財政運営の推進
　・　工業計画 　・　老人福祉  ・ 市民参加の推進
　・　商業計画 　・　低所得者福祉・社会保障
　・　労働計画 　・　労働者福祉
６　行財政の努力 　・　地域福祉
　・　行政組織 ５　文化をはぐくむ心豊かなまちづくり
　・　人事管理 　・　学校教育
　・　事務管理 　・　社会教育
　・　広域行政 　・　市民文化
　・　財政計画 　・　スポーツ・レクリエーション

６　計画の実現めざして
　・　市民参加
　・　行政の効率化
　・　計画行政の推進
　・　広域行政の推進
　・　財政の効率化

○愛知県地方計画 ○第3次愛知県地方計画 ○第5次愛知県地方計画 ○新世紀へ飛躍～愛知2010計画
　〔昭和33年12月〕 　〔昭和45年1月〕 　〔昭和57年3月〕 　〔平成10年3月〕

　　　○愛知県新地方計画 ○愛知県地方計画1976～1985 ○愛知県21世紀計画
　　　　〔昭和37年8月〕 　〔昭和51年3月〕 　〔平成元年3月〕

　　　○全国総合開発計画 ○第三次全国総合開発計画 　　○第四次全国総合開発計画 ○全国総合開発計画
　　　　〔昭和37年10月〕 　〔昭和52年11月〕 　　　〔昭和62年6月〕 　「21世紀の国土のグランドデザイン」

　　〔平成10年3月〕
○新全国総合開発計画 ○三全総フォローアップ作業 ○四全総総合的点検
　〔昭和44年5月〕 　（昭和56年5月作業実施を決定 （平成3年12月作業開始決定

　　　　　　　　9月専門委で作業開始 　　　　4年7月専門委で作業開始
　　　　　58年5月部会報告） 　　　　6年6月部会報告）

○中部圏基本開発整備計画 　　　○中部圏基本開発整備計画（第3次）
　〔昭和43年6月〕 　　　　〔昭和63年7月〕

○中部圏基本開発整備計画（第2次） ○中部圏基本開発整備計画（第4次）
　〔昭和53年12月〕 　〔平成12年3月〕

中部圏整備計画

施策大綱

愛知県の動き

全国総合計画

基本指標

名称
策定時期
計画期間

将来像

９）これまでの瀬戸市の総合計画の概要
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